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売上高

従業員

床面積

①　対象組織

　　　本社、資材置場

②　対象活動

　　　管工事業、水道施設工事業

③　対象外組織

　　　なし（全組織、全活動を対象とする。）

(4)

事業者名(1)

１．組織の概要

133.7

2320 21 21 22

133.7133.7 133.7 133.7㎡

人

(3)

連絡先

氏名

(2) 所在地

代表取締役　山﨑　健

豊盟工業株式会社

TEL：092-561-8371

管工事業、水道施設工事業
　福岡県知事　許可　（特-23）第30070号

環境管理責任者

本社 〒814-0123
福岡県福岡市城南区長尾3-21-38

〒811-1353
福岡県福岡市南区柏原

資材置場

専務取締役　薦田　

事業の概要
（対象活動）

(6)

百万円

(5) 事業の規模 2023年

931

2022年区　分 2020年 2021年

認証・登録の
対象範囲

年度：4月～翌年3月

単位

1,0251,035 913 761

2024年
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＜環境管理組織における機能＞

経営責任者
①環境経営全般に対しての責任と権限

②環境方針の作成と社員への周知

③全体の評価と見直し

④実施体制の構築

⑤経営資源(人・物・金等)の準備・提供

環境管理責任者
①環境経営活動の推進

②環境目標及び環境計画の作成

③環境経営推進会議の実施

④経営者への進捗報告

ＥＡ－２１活動事務局
①各部門のデータのまとめ

②活動計画の予実績管理

③環境負荷・環境への取組みの自己チェックの実施

④環境管理責任者補佐

⑤法規制最新版管理

⑥文書・記録の管理

各部門
①環境計画の実施

②月別部門データの集計

③問題点の把握と是正の実施

④推進会議の出席

⑤従業員教育

２．実施体制

経営責任者

（代表取締役）
山﨑　健

環境管理責任者

専務取締役

設備工事

現場部門

全社会議

ＥＡ－２１活動委員会

事務所部門

ＥＡ－２１活動事務局

本管工事

現場部門
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　弊社は以下の活動を通じ、様々な環境・社会問題の解
決、SDGsの達成に貢献できるよう努めていきます。

関連するSDGs取組み

３．SDGsに対する取組み

子ども食堂への寄付

太陽光パネルの設置、利用
電気使用量の削減

ガソリン・軽油使用量の削減

障がい者雇用の促進

防災協定への加盟

一般・建設産業廃棄物排出量の削減
グリーン購入の推進

水使用量の削減
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（1）二酸化炭素排出量の削減

（電力使用量の削減、 自動車燃費の向上）

（2）廃棄物の分別の徹底と排出量の削減

（建設廃材の分別の徹底と削減）

（3） 水使用量の削減

（上水使用量の削減）

（4）グリーン購入の推進

（グリーン購入の拡大）

（5）地域社会への貢献

（事務所及び建設現場周辺の清掃）

（6）関係する環境関連法規等を遵守する

（7）施工時の環境配慮

（工程時間削減、環境に配慮した製品の使用促進）

　環境関連法規、協定を遵守する。

　SDGsの周知、普及に努め、継続的にSDGsが掲げる目標実現のための

　活動に取り組む。

　環境経営方針は全従業員に周知し、社外へ公開する。

制定日 2015年　10月　1日

改訂日 2022年　 4月　1日

豊盟工業株式会社

代表取締役　　山﨑　健

２． 　当社の事業活動によって生じる環境影響について、次の視点から適切な環境目
的及び環境経営目標を設定して活動する。環境目的及び環境経営目標は定期的に
見直しを行い、継続的改善の向上を図ることで企業力を高める。

３．

５．

４．

４．環境経営方針

１．環境理念

　当社は「地域社会のニーズに合わせた環境づくり、地域社会への貢献」と言う社是
の理念に基づき、環境に配慮できる企業として、積極的に継続的改善し環境保全活動
に取組みます。

２．環境経営方針

１． 　大変厳しい財政制約の中、高度成長期に蓄積された社会資本の老朽化も進み環
境や景観、少子高齢化への対応が求められている。このような社会情勢におい
て、施設の維持・改修や長寿命化にシフトしていることを視野に入れた受注、若
手技術者技能者の技術力の向上、定着促進を図ることで企業力を高める。
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4

5

6

備考: ・　基準値は、直近3か年の実績を平均した数値を記載。

・　二酸化炭素排出量算定に用いた購入電力のCO2排出係数は、九州電力(株)の

　2023年度調整後排出係数（0.406kg-CO2/kWh）を用いた。

〃

施工時の環境配慮 - - 〃 〃 〃 〃

社会への貢献 - - 〃 〃 〃

グリ－ン購入の配慮 -

排出量を把握(年度毎の排出量記録)

リサイクル率の推進 ％ - 98 98 98

- 配慮する 配慮する 配慮する 配慮する

3 水使用量の削減
事務所

+
現場

㎥ 122
121 120 118

（△1％） （△2％） （△3％）

775 767 760①一般廃棄物排出量の削減 事務所 kg 783

1

二酸化炭素排出量の削減
事務所

+
現場

kg-CO2

②建設産業廃棄物排出量の把握

現場

t 8032

廃
棄
物
排
出
量

9,404 9,308

（△1％） （△2％） （△3％）

③軽油使用量の削減 現場 L 13,231
13,099 12,966 12,834

（△1％） （△2％） （△3％）

9,631 9,533

（△1％） （△2％） （△3％）

②ガソリン使用量の削減

事務所 L 2,112
2,091

①電力使用量の削減 事務所 kWh 9,828
9,730

2,070 2,049

（△1％） （△2％） （△3％）

現場 L 9,596
9,500

64,983 64,326 63,670

（△1％） （△2％） （△3％）

2026年度

2021年～
2023年

2024.4.1～
2025.3.31

2025.4.1～
2026.3.31

2026.4.1～
2027.3.31

65,639

５．環境経営目標

１）中期環境経営目標

環境目標
サイト
区分

単位

基準値 目標

直近3年平均 2024年度 2025年度
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2024年度における環境目標達成状況は、以下の通りです。

3

4

5

6

・　基準値は、直近3か年の実績を平均した数値を記載。

・　二酸化炭素排出量算定に用いた購入電力のCO2排出係数は、九州電力(株)の

　2023年度調整後排出係数（0.406kg-CO2/kWh）を用いた。

※事務所の電力使用量に資材置場分を含む。

・目標達成判定区分　　○：目標達成率　100％以上

　　　　　　　　　　　△：目標達成率　 90％以上　100％未満

　　　　　　　　　　　×：目標達成率　 90％未満

- -

10,0779,730

2024年度

2024.4.1～2025.3.31直近3年平均

基準値

2021年～
2023年

目標達成
の判定

目標
達成率

実績

○105%64,983 61,581

96% △

備考

〃

配慮する

13,231

783

803

-

122

把握していない

〃

〃

配慮している

133

①一般廃棄物排出量の削減 事務所 kg

②建設産業廃棄物排出量の把握

現場

t

リサイクル率の推進 ％

100% ○

100% ○〃

〃 〃

121

2,091

12,788

1,961

9,500

13,099

8,598

106% ○

110% ○

実績把握 700

98 99.6

775 922

環境目標
サイト
区分

単位

1

二酸化炭素排出量の削減
事務所

+
現場

kg-CO2

①電力使用量の削減 事務所 kWh

②ガソリン使用量の削減

事務所 L

現場

社会への貢献 - -

施工時の環境配慮 - -

水使用量の削減
事務所

+
現場

㎥

グリ－ン購入の配慮 - -

６．環境目標の実績

101% ○

90% △

100% ○

102% ○

84% ×

目標

65,639

9,828

2,112

9,596L

③軽油使用量の削減 現場 L

2

廃
棄
物
排
出
量
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(kwh）

(L）事務所

(L）現場

(L）現場

(kg）事務所

(t）現場

(㎥）事務所

環境に配慮した製品の使用促進

（　○　）

施
工
時
の
環
境
配
慮

工程時間削減・環境負荷削減の工夫
工程管理表の有効活用

随時
専務

事務所・現場

加工時間短縮の工夫・検証 事務所

（　○　）

現場

社
会
へ
の
貢
献

事務所及び建設現場周辺の清掃
事務所前の道路の清掃

毎月1回
専務

事務所・現場

地域での環境活動に積極的に参加する。 事務所

現場廻りの清掃に努める。 （　○　）

現場

（　○　）

グ
リ
ー

ン
購
入
の
配
慮

グリ－ン再生製品・再生建設資機材の推進
環境ラベル表示製品を優先的に購入する。

水
使
用
量
の
削
減

水使用量の削減
削減基準値の1％削減

節水コマの取付

通年
専務

事務所

洗車の回数を必要最小限に留める。 事務所

植木の水やりには活水器の排水を利用する。 （　○　）

　2024年度目標値

工事毎
専務

事務所・現場

再生建設資機材の使用に努める。 事務所

（　○　）

現場

（　○　）

121 現場

（　　　）

廃
棄
物
排
出
量
の
削
減

一般廃棄物の排出量削減
削減基準値の1％削減

分別によるリサイクルの推進

発生毎
専務

現場

転用可能な資材の活用 事務所

　2024年度目標値 マニフェストをもとに産廃物の適正な処理をする。 （　　　）

　　実績把握

現場

（　○　）

通年
専務

事務所

リサイクルのトナ－を利用 事務所

紙での保管を極力控えてパソコンに保存する。 （　○　）

　2024年度目標値 ｺﾋﾟ-用紙の裏紙利用

　2024年度目標値 最短の移動経路を検討し、消費削減する。
通年

専務

現場

不要なものを車から降ろす。 事務所

アイドリングストップ （　　　）

建築産業廃棄物の排出量削減
分別によるリサイクルの推進

775 現場

（　　　）

13,099 オイル交換、空気圧等の点検日を設ける。 現場

（　○　）

現場

（　　　）

2,091 オイル交換、空気圧等をこまめにチェック 現場

9,500 （　○　）

軽油の二酸化炭素排出量
削減基準値の1％削減

車両別に使用料・走行距離・燃費を把握する。

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

電力の二酸化炭素排出量
削減基準値の1％削減

夏季エアコン28℃（開始時期を遅らす） ○で囲む：

通年
専務

事務所

冬季エアコン20℃ 事務所

定期的なエアコン清掃 （　○　）

通年
専務

事務所・現場

買換えのときは、低燃費車に買換えを促進 事務所

アイドリングストップ （　○　）

ガソリンの二酸化炭素排出量
削減基準値の1％削減

車両別に使用料・走行距離・燃費を把握する。

　2024年度目標値 エコドライブ推進

　2024年度目標値 不必要な残業をしない

9,730 スイッチのON/OFFをこまめに行う

関連するSDGs

７．環境経営計画

2024年度

活動
目標

取組目標 活動手段 対象 日程 責任者
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※○：目標達成率　100％以上　　△：90％以上　100％未満　　×：90％未満

年間目標 年間実績 達成率 目標達成 4月 5月 6月 小計 7月 8月 9月 小計 10月 11月 12月 小計 1月 2月 3月 小計

kg-CO2 64983 61581 105.0% ○ 4749 4646 5481 14876 5312 4310 5211 14833 6230 4574 5671 16475 4911 4523 5963 15397

事務所 kWh 9730 10077 96.0% △ 890 592 478 1960 516 916 946 2378 869 589 817 2275 1364 1150 950 3464

現場 kWh - - -

合計 kWh 9730 10077 96.0% △ 890 592 478 1960 516 916 946 2378 869 589 817 2275 1364 1150 950 3464

達成の為の目標根拠、達成改善内容を記載する。 環境目標の次年度取組コメント

○ ○ ○ ○ △ △ △ △ ○ ○ ○ ○ △ △ △ △

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

環境計画の次年度取組

四半期毎の評価 評価は環境管理責任者が実施(枠内に評価日記載する)
1/4期評価　2024/7/31 2/4期評価　2024/10/31 3/4期評価　2025/1/31 4/4期評価　2025/3/31

2024年（2024年4月～2025年3月）1年間

７－１．環境経営目標及び環境経営計画実績・取組結果とその評価、並びに次年度環境経営目標及び環境経営計画

PC、OA機器の電源設定を見直す

（0.406kg-CO2/kWh）

1/4期 2/4期 3/4期 4/4期

二酸化炭素排出量削減(電気)

環
境
目
標

①電気使用量削減基準値の1％削減

九州電力2024年度調整後排出係数

・空調の温度設定をこまめに見直す
・PC、OA機器の電源設定を見直す

従業員の節電意識を高める。

不必要な残業をしない

評
価

年間評価と課題 

全体としては目標は達成できているが、電力使用量削減目標が一部達成できなかった。
倉庫等で人がいない（使用していない）時に電気がつけっぱなしになっていることがあっ
たため、電気のON・OFFはこまめに見直す等、節電意識を高めていく。

継続して電力使用量の削減を目指す。

活動も実施されており、使用
量削減の四半期目標を達成
できているため、引き続き目
標を達成できるよう努めてい
く。

夏場ではあったが、社員の
取組みのおかげで目標を達
成することができた。引き続
き目標を達成できるよう努め
ていく。

活動も実施されており、使用
量削減の四半期目標を達成
できているため、引き続き目
標を達成できるよう努めてい
く。

倉庫等で人がいない（使用して
いない）時に電気がつけっぱな
しになっていることがあった。
電気のON・OFFはこまめに見直
す。

活
動
計
画

活動目標達成の為の活動計画 環境計画取組事項評価（○：実行されている　　△：ほぼ実行されている　　×：実行されていない　　－：判定できない、該当しない）

夏季エアコン28℃（開始時期を遅らす）、冬季エアコン20℃

扇風機、サーキュレーター等を併用する

72,428 70,771
60,894 65,253 61,581

0

20,000

40,000

60,000

80,000

2020 2021 2022 2023 2024

事務所＋現場

二酸化炭素排出量 kg－ＣＯ２
9,004

9,988 10,033 9,465
10,077

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

2020 2021 2022 2023 2024

事務所 電力使用量 kWh
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※○：目標達成率　100％以上　　△：90％以上　100％未満　　×：90％未満

年間目標 年間実績 達成率 目標達成 4月 5月 6月 小計 7月 8月 9月 小計 10月 11月 12月 小計 1月 2月 3月 小計

事務所 L 2091 1961 106.0% ○ 202 128 178 508 176 146 187 509 164 140 150 454 160 95 235 490

現場 L 9500 8598 110.0% ○ 595 602 712 1909 890 653 709 2252 868 670 678 2216 546 706 969 2221

合計 L 11591 10559 109.0% ○ 797 730 890 2417 1066 799 896 2761 1032 810 828 2670 706 801 1204 2711

達成の為の目標根拠、達成改善内容を記載する。 環境目標の次年度取組コメント

年間目標 年間実績 達成率 目標達成 4月 5月 6月 小計 7月 8月 9月 小計 10月 11月 12月 小計 1月 2月 3月 小計

事務所 L - 0 -

現場 L 13,099 12,788 102.0% ○ 984 1051 1249 3284 1019 808 1065 2892 1350 952 1325 3627 1054 852 1079 2985

合計 L 13,099 12,788 102.0% ○ 984 1051 1249 3284 1019 808 1065 2892 1350 952 1325 3627 1054 852 1079 2985

達成の為の目標根拠、達成改善内容を記載する。 環境目標の次年度取組コメント

環境計画取組事項(ガソリン、軽油取組計画共通)
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

環境計画の次年度取組

四半期毎の評価 評価は環境管理責任者が実施(枠内に評価日記載する)

1/4期評価　2024/7/31 2/4期評価　2024/10/31 3/4期評価　2025/1/31 4/4期評価　2025/3/31

７－１．環境経営目標及び環境経営計画実績・取組結果とその評価、並びに次年度環境経営目標及び環境経営計画

2024年（2024年4月～2025年3月）1年間

1/4期 2/4期 3/4期 4/4期

二酸化炭素排出量削減(ガソリン・軽油)

環
境
目
標

③ガソリン使用量削減

・エコドライブの推進
・アイドリングストップの徹底

・エコドライブの推進
・アイドリングストップの徹底

環
境
目
標

③軽油使用量削減

・エコドライブの推進
・アイドリングストップの徹底

・エコドライブの推進
・アイドリングストップの徹底

活
動
計
画

車両別に使用料・走行距離・燃費を把握する

エコドライブの推進

車両停車中はアイドリングストップを心がける

空気圧の適正確認チェック

環境計画取組事項評価（○：実行されている　　△：ほぼ実行されている　　×：実行されていない　　－：判定できない、該当しない）

評
価

年間評価と課題 

活動も実施されており、目標を達成できている。
来年度も引き続き目標を達成できるよう努めていく。

継続して使用量の削減を目指す。

活動も実施されており、使用
量削減の四半期目標を達成
できているため、引き続き目
標を達成できるよう努めて
いく。

夏場ではあったが、社員の
取組みのおかげで目標を達
成することができた。引き続
き目標を達成できるよう努め
ていく。

活動も実施されており、使用
量削減の四半期目標を達成
できているため、引き続き目
標を達成できるよう努めて
いく。

活動も実施されており、使用
量削減の四半期目標を達成
できているため、引き続き目
標を達成できるよう努めて
いく。
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※○：目標達成率　100％以上　　△：90％以上　100％未満　　×：90％未満

年間目標 年間実績 達成率 目標達成 4月 5月 6月 小計 7月 8月 9月 小計 10月 11月 12月 小計 1月 2月 3月 小計

kg 775 922 84.0% × 72.0 99.0 45.0 216.0 53.0 55.0 107.0 215.0 82.0 52.0 81.0 215.0 135.0 75.0 66.0 276.0

ｔ - 700 - 41.0 51.0 48.0 140.0 55.0 70.0 62.4 187.4 59.0 57.0 102.0 218.0 50.0 64.0 41.0 155.0

% 98% 99.6% 101.0% ○ 356.0 402.4 433.0 431.0

達成の為の目標根拠、達成改善内容を記載する。 環境目標の次年度取組コメント

△ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

環境計画の次年度取組

四半期毎の評価 評価は環境管理責任者が実施(枠内に評価日記載する)
1/4期評価　2024/7/31 2/4期評価　2024/10/31 3/4期評価　2025/1/31 4/4期評価　2025/3/31

７－１．環境経営目標及び環境経営計画実績・取組結果とその評価、並びに次年度環境経営目標及び環境経営計画

2024年（2024年4月～2025年3月）1年間

1/4期 2/4期 3/4期 4/4期

廃棄物排出量の削減とリサイクルの促進

環
境
目
標

①一般廃棄物排出量の削減

②建設産業廃棄物排出量の把握

③産業業廃棄物リサイクル率

・紙、資材は積極的に再利用する
・無駄な印刷を減らす

・紙、資材は積極的に再利用する
・無駄な印刷を減らす

活
動
計
画

活動目標達成の為の活動計画 環境計画取組事項評価（○：実行されている　　△：ほぼ実行されている　　×：実行されていない　　－：判定できない、該当しない）

分別によるﾘｻｲｸﾙの推進

コピー用紙裏紙の利用

紙ではなくデータでの保管を推進

廃棄物排出量を把握し、マニフェスト伝票の発行管理や契約書の整備等を行う

評
価

年間評価と課題 

一般廃棄物の削減目標を達成できなかった。
紙類に限らず、資材の再利用を推進していく。また、印刷前のチェックを徹底し、無駄な
印刷を減らしていく。

継続して削減を目指す。

現場で使用した管材等を、まだ
使えるものも含めて廃棄してし
まった。
使用済みの管材でも再利用でき
るものはなるべく再利用する。

一般廃棄物排出量削減目標を
達成出来ていない。
印刷ミスを減らすことや、印刷物
を減らすことを徹底する。

事務所の書類整理時の際、裏
紙利用できるものやリサイクル
できるものも一緒に可燃ごみと
して出していた。
裏紙利用やリサイクルを徹底す
る。

一般廃棄物排出量削減目標を
達成出来ていない。
印刷ミスを減らすことや、印刷物
を減らすことを徹底する。
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※○：目標達成率　100％以上　　△：90％以上　100％未満　　×：90％未満

年間目標 年間実績 達成率 目標達成 4月 5月 6月 小計 7月 8月 9月 小計 10月 11月 12月 小計 1月 2月 3月 小計

事務所 ㎥ 121 133 90.0% △ 11.0 11.0 11.0 33.0 12.0 10.0 9.0 31.0 12.0 13.0 12.0 37.0 12.0 10.0 10.0 32.0

現場 ㎥ - 0 -

合計 ㎥ 121 133 90.0% △ 11.0 11.0 11.0 33.0 12.0 10.0 9.0 31.0 12.0 13.0 12.0 37.0 12.0 10.0 10.0 32.0

達成の為の目標根拠、達成改善内容を記載する。 環境目標の次年度取組コメント

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ △

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

環境計画の次年度取組

四半期毎の評価 評価は環境管理責任者が実施(枠内に評価日記載する)
1/4期評価　2024/7/31 2/4期評価　2024/10/31 3/4期評価　2025/1/31 4/4期評価　2025/3/31

７－１．環境経営目標及び環境経営計画実績・取組結果とその評価、並びに次年度環境経営目標及び環境経営計画

2024年（2024年4月～2025年3月）1年間

1/4期 2/4期 3/4期 4/4期

水使用量の削減

環
境
目
標

水使用量削減

節水を心がける 節水を心がける。

植木の水やりには活水器の排水を利用する。

評
価

年間評価と課題 

水を出しっぱなしにすることがあった。洗う際は都度水を止めることを徹底する。
来年度も引き続き、活動を推進していく。

継続して使用量の削減を目指す。

水を出しっぱなしにせず、洗う際
は都度水を止めることを徹底す
る。

水を出しっぱなしにせず、洗う際
は都度水を止めることを徹底す
る。

水を出しっぱなしにせず、洗う際
は都度水を止めることを徹底す
る。

水を出しっぱなしにせず、洗う際
は都度水を止めることを徹底す
る。

活
動
計
画

活動目標達成の為の活動計画 環境計画取組事項評価（○：実行されている　　△：ほぼ実行されている　　×：実行されていない　　－：判定できない、該当しない）

洗車の回数を必要最小限に留める。
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※○：目標達成率　100％以上　　△：90％以上　100％未満　　×：90％未満

年間目標 年間実績 目標達成 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

グリ－ン再生製品・再生建設資機材の推進 配慮する 配慮している ○

達成の為の目標根拠、達成改善内容を記載する。 環境目標の次年度取組コメント

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

環境計画の次年度取組

四半期毎の評価 評価は環境管理責任者が実施(枠内に評価日記載する)
1/4期評価　2024/7/31 2/4期評価　2024/10/31 3/4期評価　2025/1/31 4/4期評価　2025/3/31

年間目標 年間実績 目標達成 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

配慮する 配慮している ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

達成の為の目標根拠、達成改善内容を記載する。 環境目標の次年度取組コメント

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

環境計画の次年度取組

四半期毎の評価 評価は環境管理責任者が実施(枠内に評価日記載する)
1/4期評価　2024/7/31 2/4期評価　2024/10/31 3/4期評価　2025/1/31 4/4期評価　2025/3/31

７－１．環境経営目標及び環境経営計画実績・取組結果とその評価、並びに次年度環境経営目標及び環境経営計画

2024年（2024年4月～2025年3月）1年間

1/4期 2/4期 3/4期 4/4期

グリーン購入の促進

環
境
目
標

優先的に購入 優先的に購入 優先的に購入

グリーンマーク製品等の優先購入 グリーンマーク製品等の優先購入。

優先的に購入

活
動
計
画

活動目標達成の為の活動計画 環境計画取組事項評価（○：実行されている　　△：ほぼ実行されている　　×：実行されていない　　－：判定できない、該当しない）

グリーンマーク製品や環境認証された製品購入を優先して行う

評
価

年間評価と課題 

物品購入時はグリーンマーク商品を優先的に購入している。
来年度も引き続き優先購入を行っていく。

継続して優先購入を行う。

優先的に購入を行った。 優先的に購入を行った。 優先的に購入を行った。 優先的に購入を行った。

1/4期 2/4期 3/4期 4/4期

活
動
計
画

活動目標達成の為の活動計画 環境計画取組事項評価（○：実行されている　　△：ほぼ実行されている　　×：実行されていない　　－：判定できない、該当しない）

事務所前の道路の清掃

現場周りの清掃に努める。

社会への貢献

環
境
目
標

事務所及び建設現場周辺の清掃

社内外の清掃活動の推進 社内外の清掃活動の推進。

評
価

年間評価と課題 

事務所及び近辺の清掃は毎日行っている。また、現場では交通開放前に清掃を行うよう
努めており、近隣住民からのクレームも無かった。
来年度も引き続き活動を行っていく。

継続して社内外の清掃活動の推進していく。

清掃活動に努めている。 清掃活動に努めている。 清掃活動に努めている。 清掃活動に努めている。
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※○：目標達成率　100％以上　　△：90％以上　100％未満　　×：90％未満

年間目標 年間実績 目標達成 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

工程時間削減・環境負荷削減の工夫 配慮する 配慮している ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

達成の為の目標根拠、達成改善内容を記載する。 環境目標の次年度取組コメント

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

環境計画の次年度取組

四半期毎の評価 評価は環境管理責任者が実施(枠内に評価日記載する)
1/4期評価　2024/7/31 2/4期評価　2024/10/31 3/4期評価　2025/1/31 4/4期評価　2025/3/31

評
価

年間評価と課題 

毎週の朝礼、毎月の全体会議を通し、事務所と現場の情報連携することにより効率的に
仕事を進めることができた。引き続き取り組んでいく。

継続して施工時間の短縮を図る。

工程表等を活用し、施工時間短
縮に努めている。

工程表等を活用し、施工時間短
縮に努めている。

工程表等を活用し、施工時間短
縮に努めている。

工程表等を活用し、施工時間短
縮に努めている。

施工時の環境配慮

環
境
目
標 事務所と現場の情報連携を密に行い、施工時間の短縮を図る 毎月の全体会議を継続して行う。

活
動
計
画

活動目標達成の為の活動計画 環境計画取組事項評価（○：実行されている　　△：ほぼ実行されている　　×：実行されていない　　－：判定できない、該当しない）

工程管理表の有効活用

環境に配慮した製品の使用促進

７－１．環境経営目標及び環境経営計画実績・取組結果とその評価、並びに次年度環境経営目標及び環境経営計画

2024年（2024年4月～2025年3月）1年間

1/4期 2/4期 3/4期 4/4期
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・当事業所に適用される環境関連法規の遵守状況を確認した結果、違反はありませんでした。

　また、関係機関等からの指摘、利害関係者からの訴訟も過去３年間ありませんでした。

悪臭防止法
（福岡市悪臭対策指導要綱）

事業者の責務 ○ 〃

８．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果
並びに違反、訴訟等の有無

遵守
判定

確認方法要求事項法律名

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○ 〃

業者に委託

報告書発行及び保存

対応している

〃

業者の許可証及び契約書を確認済

〃

〃

マニフェストの確認

〃

マニュフェストの５年間保管

保管場所の確認

〃

〃

○ 〃

〃

業務用空調機の定期簡易点検 〃

委託

委託基準

委託

排出者責任

産業廃棄物管理票の交付

産業廃棄物管理票の写しの保存期間

保管基準

建設業等を営む者の責務

分別解体等　実施義務

対象建設工事の届出に係る事項の説明等

対象建設工事の請負契約に係る書面の記載事項

再資源化等実施義務

発注者への報告等

下請負人に対する元請業者の指導

〃

フロン類の放出禁止

契約書確認

〃

〃

〃

〃

〃

○

○

○

○

○

○

○

○

廃棄物の処理及び清掃に関す
る法律

（産業廃棄物の処理）

廃棄物の処理及び清掃に関す
る法律

（一般廃棄物の処理）

特定家庭用機器再商品化法
（家電リサイクル法）

フロン類の使用の合理化及び
管理の適正化に関する法律

（フロン排出抑制法）

使用済自動車の再資源化等に
関する法律

（自動車リサイクル法）

特定特殊自動車排出ガスの規
制等に関する法律

事業者及び使用者の責務

使用の制限

経過処置

自動車の所有者の責務

使用済自動車の引渡義務

再資源化預託金等の預託義務

特定製品の管理者の責務

事業者及び消費者の責務

建設業法
〃○

○ 〃

建設業の働き方改革の促進 ○ 〃

建設現場の生産性の向上

建設工事に係る資材の再資源
化等に関する法律

（建設リサイクル法）
建設４品目のリサイクル推進
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（１）評価

・　エコアクション21について、社員全員が意義を理解し、環境に配慮して業務に

取り組むことができている。

・　二酸化炭素排出量・グリ－ン購入・地域社会への貢献・施工時の環境配慮の

提案に関しては目標に達しており、個々の取組が評価できる。

電力使用量、一般廃棄物排出量、水使用量に関しては、前年度より増えている為、

改めて節電・節水意識の向上、リサイクルの徹底を図る。

・　環境経営方針、実施体制は問題ないため、現状のまま継続する。

（２）見直し結果

・　全体としては削減目標を達成できている項目は多いが、個々で見ると前年度の

数値より増えている項目もある。

　また、節電・節水意識の低下も見受けられるため、改めて意識向上を図り、

目標を達成できるよう活動を継続する。

９．代表者による全体評価と見直しの結果
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